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に
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ムは
、
.
M

落

期

に

お

け

る

資

本

主

義

：の

1

制
度
と
し
て
.W
現
し
た
の
で
あ
る
力
し

(Harold, L
^
M
,

I
s
;み
，

p
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:-.レ
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ふ
：：
'

か

る

：
フ'ァ
ツシ
ズ

ム運
動
の
變
質
はV
當
然
、
，自
由
主
義
の
間
題
と
：關連

す

る

。

フ
ァ
ツ
シ•
，ス：

ト
の
初

’ぜ

的主
張
.は
、1前
述
の
や

う

に

■
 

.... 

■
 

..... 

..

.

社

會.
主

義

的

で

あ

，

.
り

、

民

主

主

義

的

で

さ

へ

あ

つ

た

。
，
し

か

る

に

-

フ
ァ
：ッ

シ

ネ

ト

運

動

と

大

資

本

家

的

熟

カ

;̂:
の
：：抱

合

は

、

お

、
る

色

彩

を
洗
；

S

落

し

て•

全

く

後

者

の

必

要

：に

處

す

る

：思

想

と

：政

；策

と

：，に

轉

換

し
，た

。
.
ョt
:ロ
 

：
ッ.ン
戦

後

ハ

；
資

本

主

義

醫

活
.の
：®
難
、.
世
：

界
恐
慌
の
.打
擊
を
切
り
-拔

け

や

う

と

す

る

資

本

主

截

的

苦

腦

は

、

ス
ァ
ッ
シ
ス
'，ト
陣
營
と
の
，合

作

に

.ょ
る
政
策
^
振̂
用
す
る
至
っ
セ
0 
I

-

そ

れ

は

獨

霞

治

に

內

統

制

と

ク

阔

外

僵

赂

：で
あ
る
6
/
'
こ
め
'段
階
：に
至
る
と.、
；

，，：

フ
ァ
"：シ
ス
；ト
の
資
本
主
義
に
對
す
る：^

退

潮

し

そ

、
，
，
政

治

妙

構

：の

能

率

り

問

題

.
が
提
出
さ
れ
、.
そ

の

最

良

：序

段

と

し

て

：の
：獨

栽

が

問

題

，と

お

る

-
に

至x： v

た

。
.
：獨

栽

の
障
害
：あ
な/ 

す

も':
.

の

は

、

jm

由

の

：
譜

制

度

：で

あ

：
る

。

フ
ァ
ク
シ

レ
スI

ト

に

よ

る

自

曲

主

義

ゆ

.
攻

鶴

は-こ
VV

に
お
；

起

ウ.
て
.
わ

る

.
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n v

r

-

.

い
， ..：；四

.：‘：

二
 

.
V..- 
■
 

:.vr'  

厂.

：V
::.-

從
'来
*
經
濟
的
自
由
主
義
に
對
す
る
批
判
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
的
批
判
の
場
合
に
お

S

て
は
、
自
由
主
義T

般

及

び

、
而
し
て
、
ま
由
主 

義
が
®.

主
主
義•
社

會.
主

義.
と

と

も

に

ギ

，の

基

礎

：
を

個

人

主

義

に

置

く

こ

：

^
^
^
^
^

こ

れ

ら.の

帮

思

想

が

、

こ

、

に

同

银

的

，生

張

，
.
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■
■
■
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で
あW

勘
を
强
調
し
：

V.

ゐ
：る
？

而

し

て

、
ム
ッ
ソ

"

1

1め
如
.
tは
ヴ
：自

由

生

義

の

.膝
史
的
意
義
に
つ
，

S,,,

て
次
め
や
う
に

.

5

つ

て

ゐ

：，
る

？

 V

,
,
i由

主

義

.的

理

論

に

對

し

て

、フ
ァ
ッ
シ
ズ

：

ム
は
、
k
治

の

分

野
-
に
於
：て
、
又
經
濟
の
分
野
に
於
て
、
’
絶
’對
反
對
の
熊
庚
をと

る。
-
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由

主
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義

 

づ.01

 

‘'
.
,
.
c
n

.'.1

へO
.
.
T
D
.

:れ
た
多
く
の
說
の.一

ウ
で
あ
‘つ
た
と
こ
ろ
-の
も
の
を
、
现
布
及.び
未
來
の
す
べ
て
を
通
じ
て
、
人
類
の
宗
敎
と
な
ボ
路
要
ほ
な
5
0 

e
由
生
義
は4;̂

十
年
間
だ
け
し
か
榮
え
な
か
つ
た0
そ
れ
は一

八
三
.

0

年
に
ョ
ー
ロ
ッ
パ
を
八
九
年
以
前
.に
後
退
甘
し
め
よ
う
と
し 

た
神
^
同̂
盟
へ
の
反
動
と
し
て
生
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
.ピ
オ
九
世
さ
へ
も
自
；

H

主
義
で
あ
つ
たj

，八
四
八
ハ
牛
に
そ
め
擦
爾
た
る
年
を 

持
.ウ
て
ゐ
た
の
で
ホ
る
。
直
ぐ
そ
の
後
に
沒
浴
が
始
ま
つ
た
。
若
し
四
八
が
光
と
詩
の
年
で

.
つ̂
§

ら
.ぱ
で
®
九
解
は
暗
黑 

悲
劇
の
ギ
’で
あ
-つ
’た
。
.
：
'
:
:

自

由

キ

義

的

他

紀

は

無

限

の

ゴ

ル

チ

.ク

ス

站

節

を

積

重

ね

た

後

、
世

界

戰

爭

.の

.犧

牲

を

以

て

之

を

解

か

う

と

し

.て
ゐ
る0 

.
来

だ
. 

マ

嘗

：

K

如

何

な

冬

養

：
^
:と
：れ

稱H
大
な
犧
牲
を
評
し
た
.寧

溶

：
レ

ン

：
自

由

ま

栽

の

神

：

^

,
に

肩

い

て

，
ゐ
.た
わ
^

義
は 

>
:を

め

荒

漢

ネ

ホ

酸

堂

；

を
閉
さ
う

H
I

レ

て

ぉ

：
る

。
：
，
何

i
な
，れ

ぱ

ま

國

廣

は

锻 

グ

び

道

德

ゆ.お
げ
を'無

關

：
心

：
が
ハ

n嘗
て
.-?5̂:

あ

だ

如
'く
、
確
に
國
家
ぉ
破
滅
さ
せ

.る
，で
ぉ
ら
う
事
，を
知
タ
て
か
：る
：お

ら

で

敦

る

ヴ 

ハ

れ

他

界e

ポ
ベ
ぜ‘の
政
治
的
經
驗
が
反
自
由
主

H

セあ
：：̂
<kkj

i
は

、
之
化
，依
一
つ
、で
說
明
せ

&
れ
，、.さ
か
.
^
:て、
：
の
能
に
於

ロ， .®

腫
史
：
 

:;v:が
.！̂
:

由
主
'義

に

又

，
^
.の
敎
授
，わ
爲
に
保
银
さ
れ
た
：禁
獵
區
や
あ
ろ
：た
が

.の
#

M
化
の
.超
も
る
ベ
か
ら
ざ
ホ
も
の
：ザ
あ
る
か
の
や

ad:

に
.
> 

の
.ル
に
之
を
分
類
，

a

よ
う
と
す
：を
の̂
^
^

'事
は

之

に

よ
.つ
て

說

明

ざ

れ

る0」

.，(

ム

>
:ツ
リ

1
:
"
一，：
全
i

;九
翁

>
.フ：：

ァ

タ

シ
X
モ

原

理
>
、
セ

s

b

4

%

K

)

な
ほ
"
ム

ッ

ソ

リ

丄

は

「

十
九
世
紀
が
社
會
主
義

"
自
由
主
義
、
民
主
主
義
の
世
紀
：
で

あ

ば
た
と

認

め

ら

れ

る

が

故

に

、

ニ

.十

低

紀
 

も

亦
社
會
主
義
、
蠻

主

義

、
民
生
主
義
の
世
紀
せ
な
け
れ
ぱ
な
ジ
な
か
：

と

は

：，言

ぼ

れ

な

政

治
學

敦

は

過

去

ろ

：
：セ
：行
ぐ

が

、
，
國

民

は
止
：

ま
：：：

ク

；

P

あ
：̂:
ン
、此

：
の
：
1

は

、
：
：
灌

棘

の

他

$
、；

.
右
®: 

-
プ
：，マ
ッ
シ
：.ス
ま
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？
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者
K
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事
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も
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世
紀
が
徊
人
；の
世
紀
へ®
:
由
生
義
は
側
人
ポ
義
を
意
味
す
る

)

で
あ
つ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
今
世
紀
は.：

「

集
閱
ギ
義
的」
世
紀
で
あ
ゎ
.
"

..... 

.

從

つ

：
文
が
一

i

,

p世
紀
で.あ

：を
と
寒
へ
得
ら
れ
え
し

.ニ

と

い

つ

て

パ

‘自
*
5ポ
藥
5
齒
1
|
1
|
|
^
を
.强
鯽
し
..て
わ
る
。Oi

l

揭
書
七
.五
寅
>
,
.

.

.フ

と

，ウ
ー
は
、
：
自

由

生

：義

は

、
た
し
か
に

.過
ま
.の

：
意

味

を

一

じ

が

持
，：

つ3

て
な
梭5

で
自
由
电
義
が
み
：

： .

ダm

シ
：
ス
：
か
.的
M

 

に

お

ぃ

將

來

：の
指
導

g

理
念
た
ゎ
：得
な
い
し
、
：' 

.

ま

だ

，
域

在

：
の
：
指

導

的

现

愈

'
^
"も

な.5

と
：す

轉

ぱ

、-

K

プ
ッ
シ

：

x
i
:
:
は
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故

に
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生
義
、-
民
生
主
|
|
^び̂
社
會
ポ
義
は
ハ
：
：：外

見

か

爲

つ

：て
；

^
;
;資

質

：
4
か

：ら

見

ポ

も

、
，
：
政

洽

學

^
:
^
1
|
^
;
;
1
,
.
.

の
：理
騎
か
ら̂
^
 ̂

h::y:

を
も
の
.で
#

！̂
許
り
：で
な
く
、

： 4:
.

ジ
の
も
の
：か
ら
、.他

の

も

の

：
を

論

理

的

に

抽

出

し

お

も

、

P
;で

あ

つ_て
、
論

S

的

に

進

ん

：だ

自

由

主

> ®

は
、
民
主
主
：義と

あ

か、
："民
生

主

義

：
の
論
理
的
：發

展.は
社

#
-
}
^
義

M

な

り
終
る
み
：
長

I:

が

年

月

：
の

間

：ハ

あ

る

.
}

if

當
な
理
由
が
を
を
と

.
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張
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に
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社
會
主
義
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S

主
義
の
ほ
'對

に

，立'
.0

ネ

め

：ホ

あ

る

と

#

ぺ
§

れ

て

榮

。
ハ
然
じ
：
ら
、

相

反

す

ふ̂̂ 

は
、i

く
®

的
の
事
で
あ0
セ
,
v
-
>
v
v
v
ニ
ク.
の
理
論
，の
共
通
の
鶴
原
及
び
某
礎
.
に
接
近
し
て
見
た
時
：に
、
共
の
雨
者
の
對 

,.:
立.
は

焚
':て
し
ま..
ふ
0:
何

故-
:̂

摩

れ

：ぱ

、
；
雨

者

め

相

反

，す

る

は

、
：

.
乎
段
の
點
で
，あ
つ
；て
、
.
目
的
そ
；め
も
め
は
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決
じ
て
梢
反
す
る
事
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あ
る
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ず
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寧
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幸
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曲
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甘
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す

：を
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を

；
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ー
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a
1

0
B

反
し
.：
、
社

會

主

義

は

生

産

を

^
^合̂
的
に
組
織
す
.る
こ
と
に
ょ
ウ
て
、
其
の
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
所
に
あ
る
。
故
に
其
處
て
，
は
對
立 

も
な
け
れ
.ぱ
、
園
家
の
性
I

び
目
的
に
關
す
る21̂

解
の
相
逮
も
な
く
、
個
人
の
社
會
に
對
す
る
關
係
に
就
い
て
さ
へ
、

‘何
等
；の
差 

異
を
も
認
め
な
い
の.で
あ
る
。
唯
だ
そ
の
目
的
を
達
し
、.
そ
れ
ら
の
開
係
を
確
辛
る
た
め
の
手
段
の
評

®
を

異

に

す

る

；許

り

で

あ

. 

る
。」

，

(
ロ
ッ
コ
，薪
、
マ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
政
治
现
論
、
三
三
I

三
五
S
 
' 
‘ 

’

.力

く

の

か

く

觀

，る

と

と

に

ょ

タ

て

>
:フ
J

シ
ス
ト
は
、
肖
由
主.義
•
民

主

主

義

主

義

の
®
人
i

に
®
く
本
質
の
肖
プ
⑧
わi
 

，張
す
る
：

t

こ
：の
生
張
：.の®
當
性
に
つ
一
いH

は
充
：分

論

議

の

余

桃

を

竣

：

し
：；

て
ゐ
る
：
が
、
：
：

{5̂

に
ま 

洋
'の
‘東
西
を 

間

は

チ

；
こ
わ
'主
張
を
な
し
て
め
る0
;し
か
ら
ホ
、‘，何

故

に

か

、
る
：主
：張

ま

ず

か

と

い

一

へ

ぱ

^
^
^

そQ

よ
稱
ほ
何
：
.で

あ

ら

ぅ

を

も

つ.セ
：、
：徒
來
の
社
會
的
並
に
豐
的
思
想
體
系
に
對
し
，セ
、
義
の
對
跪
的
な
：も
わ
と

す

る

か

ら

 

で
あ̂
?
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と
め
點
に
つ
い
て
次
の
や
ぅ
：に
い

^
^
^
 ̂

' 

•

:
:
;
s

家
の
自
由
主
義的

、
.： .

民
主
主
義
的
>
:社
會
主
義
的
概
念
の
彼
さ
の
表
現
に
翁
す
る
尼
.の
で
.：は
な
く
て
^
^
^
^
^

る
眞
の
#
跪
は
，.，
フ
ァ
タ
シ
ズ
ム

.の

.理

論
に：> 
は

じ

め.て

を

見

：出

ず

事

が

出

来

る

0
何

と

な

れ

ぱ.，、

自

由

主

義

と

，

に
、
又
I

主
義
と
社
會
生
翁.と

の

間

に

存

在

す

る

，
不
：

r
致

：は

、
.
私

の

今

迄

述

べ

て

來

た

や

ぅ

に

、
；；；唯

だ

手

段

の

養

に

あ

も

が

、

： 

レ1,

方

微

會

主

義

、
r
i
,主
：義

、.白
由
主
義
と
他
方
フ
ァ
ッ
；
シ
ズ
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；
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♦
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わ
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わ
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あ
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塵
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⑦
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ê

一；

i
t
a
l
i
e
n
i
s
d
i

ポ
;ŝ
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；
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條
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。
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⑦
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あ
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あ
る
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を
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友
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を
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な
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す
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濟
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他

黨
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く
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ギ

ズ
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ぬ
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に
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レ'て
の
み
；あ
ざ.こ
：め
ポ®

ゆ
、
：，
^

®
際
に
お
い
セ
は
メ★

本
家
勝
と
の
利
害
關
係
ム
、
こ 

れ

を

撤

廢

し

て

し

ま

：お
f

さ

て

、

ィ
プ
ケ
の

S
.

ふ
や
ぅ
に
、
：
そ
れ
は
、
：

i

に

翦

ナ

チ
'
ス
.
に
'
對
し
て
の.
み
、
'意
義
を
有
す
や 
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も

と

み

れ

は

r

ま
t

ス
糸
經
濟
機
構
に-
^
す

る

認

識

足
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が
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に
至
ら
し
め.た
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ふ
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あ
ら
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ひ
得
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向
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：
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れ
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從

來
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，單

な

る

保

守

ぼ

動

め

、
運 

者

あ

た
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在®
者
が
一
：滿

掛

事

凝

あ

契

ま

と

.し
；.て
、
內
外
；，に

あ

ま

摩̂

等
の
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主
翁
他
，傾

向

ま

産
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黨

ま
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轉
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ま
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傾
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る
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守
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；論
者
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跑
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鶴
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者
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會
主
義
探
用
す
る
こ
ど
は
、

.
わ，が國

s
s
^
:反す
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：̂̂
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潜
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..の
害
惡
を
除
ぎ.、
'わ
，

2^

國
の
海
外
發
展
の
み
を
企
圆
せ
ん
と
す'る
も
'の
'も
あ
る
0
,し
..か
し
"
こ
れ
ら
の
諸
論
者
の
主
張
は> 
政
：治
ま
か
：
 

歡
瓶
の
'現
在
の
機
#
を
改
革
す
べ
き
こ
と
に
お
い
て
は

一

致
し
て
ゐ
る
。
か.
Vる
改
革
を
企
圖
す
べ'き
こ
と
が
、
わ
が
國
の
精
神
を 

泰
ぐ
ょ
く
開
顯
す
る
所
以
で
あ.る
と
生
張
す
る
。.
こ
.の
內
國
家
社
會
主
義
論
者

(

そ
の
代
表
的
論
者
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
林
癸
来
失
，

川

ま

郞

§

を

舉

け
る
'

)

：.の
.霉

力

は

，
そ
め
滿
洲
畫
霄
時
ほ.ど
太
で
.：は
な
：

5

タ.5:

ま
や
> 
國
社
會
ホ
義
諭
ま
.た
は
蓮
動
は，

退
潮
し
っ
、
あ
る
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；例
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そ

'
わ
生
張
は
、.‘

北
：： 1
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輝

氏
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の
：；

う

日
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锋

法

案
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綱
し
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資

際

的

影

響
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i
家
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會

主

義

的

體

制

を

創

設

ず

：ぺ
き
ー
ク

r-

デ

タ

的

カ

法

に.取

0
お

や

ぅ

：
に

思.ほ
：れm

タ
.
こ

れ

ら
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の

思

f

粮

據

と

.レ

.：て
パ

行

は

れ

た

最

近

に

い

た

る
.ま
で

の
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々

な

事

仲

の

成

行

並

に

そ

の

影

響

は

、

梅

し

く

獨

伊

ぬ

あ

け
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ぅ
な
傾
向
を
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つ
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ゐ
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。
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仲
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六

事
仲
に
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た
る
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聯
の
連
動
は
、愛
國
國
家
主
義
蓮
動
であ
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が

、
そ
の
主
張
す
る
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こ
ろ
は
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中
間
階
級
的
全
體
主
義
に
外
な
ら
ぬ
そ
れ
故
に
、

こ
れ
ら
の
詣
事
仲
の
當
事
者
は
、
農

W

漁
村
間
題> 
中
小
商
：

H

業
問
題
を
採
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パ
上
げ
ゼ>
 

.
を
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解
決
の
乎
段.と
し
て
の
政
治
の
革
新
ヶ
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張
し
、
を
の
革
報
の
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め
一
に>
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治
肯
腦
部
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對
す
る
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攻
撃
を
加 

,
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ょ
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,に
過
ぎ
な
レ
デ
政
治
經
濟
ま
辩
の
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變
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腦
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質
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れ
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、これ
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前
衛
分
チ
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犧
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っ
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；
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濟
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て
は
、
農
村
の
自
力
更
生
セ
あ
ゎ
、
魔ffl
內
閣
に
お
い
で‘は

、

僅

か

に

：退

職

積

立

金

，法

ね

設

定

や

れ

ね

> 

次
ビ
來
る
も
め
は
>
:
増

I
税
で
あ
る
O
Vし
か
を
に
、
そ
の
跋
潜
運
用
形
熊
に
お
け
る®
求
た
る
擧
國
狹
洽
は
、.事
仲
每
そ
ね
內
容
を
强
め
ず
行
ぐ
と
，
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ふ
行 

龙
ど
.
3ち
ゐ
1
。̂
と
‘の
事
實
：は
、.中
間
階
級
的
^
會̂
的
耍
求
が
徐
タ̂
^剝̂
營
せ
ら
れ
て
、
そ
の
實
行
に
仏.要
と
♦
ら
を
シ
政
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蓮
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麻
態
の
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=
^
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'
が

採

照

せ
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あ
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ァ
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シ
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と
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：
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昭
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十
：
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會
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經
濟
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參
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か
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向
ば
、
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け
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'

^

、
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家
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新
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が
そ
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か
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お
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經

濟
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膨
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；
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:
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膨
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齋
ら
れ_に
：至
も
れ
せ‘あ
る
。

：

ぞ
れ
跋10^

に
角
と
し 

て
、
と
の
衝#

運
動
：が> 
も
0

s
i

i
.

お5

て
>
 

そ
れ
：现
實
に
お.

s
:

P

ぢ

水
：撒.
摘
レ
：化.傾
弥
を
瓶
る
じ
と
は
、
注
目
す
ぺ
き
點

で
あ
る
。
 

ぶ
：

ハ；：

ベ
ン.
.
• 
• 

■
: 

'

: 

' 

一'
‘ツ-
U
:
:
-
け
：
，
：
，
.
.
.
-
.

ハ
、-:.'::

に

一
 

-み

/
.
:
-
.
ふ
 

'マ

し

V:,

ぐ
 r-/'r 

〜

K

;
 

r
.
-
v

ノ 
ウ
.
.：：
レ

：

{
:デ：‘：

：：；g

 

い
：

.

:

:
.
h
- 

'

一.

V
-

:
.

詣
國
に
お
け
る
か*
る̂
倾
向
の
パ
展
は.
フ
ァ.ッ
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念
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。
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ら
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リ
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シ
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あ
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ッ
ソ
リ
ー
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い
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フ
プ
ッ
シ
ズS

國
民
を
多
繁
の
水
準
に
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で
，引
下
げ
る
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に
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つ
て
.、
，多
數
密
，1:平̂
-均
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せ
'る
2
1主̂
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反
尉
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^
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け
；，
 ̂

ど
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フ
'ァ
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シ
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衆
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的
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へ
ら
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へ
ら
れ
た
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ら
ば
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主
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；
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史
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、
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應
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填
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を
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；
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れ
を
處
理
し 

:::.

得
：る
こ
よ
を
證
明
じ
女
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
わ
れ
わ
れ
の
任
務
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

.魁
强
で
あ
り
、
勉
强
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
勉
强 

で
あ
る
0」

Qiitler s
p
r
i
c
M
V
S
,
v
l
;
1
7〕

.

，か
く
：
て
、

：

じ
，
ッ
：
ト

ラ

ダ

は

ハ

を

の

初

期

に

お

い

て

、

唱

道

し

た

經

濟

革

新

政

‘策
を
自
ら
放
泰...i:

て
ゐ
.る
の
セ
条
る
，パ
し
か

P
、

こ
：の

こ

ふ

は

ネ

チ

ス

の

經

濟

觀

、
殊
に

.そ

の

企

壤

觀

を

知

；る

も

の

の

別

ね

不

可

思

議

：

-̂
し

な

，

S

と

こ
ろ

で

あ

ら

ぅ0,
;

ナ
；チ

ス.は

，
，
私

有

財

. 

•

産

め
'
1

を

是

認

し

、
：
太

中

小

經

營

の

健

全

な

，混

在

を

認

め

：
一

而

し

て

、

箱

託

者

え

^̂
て

；
の
：
企

業

者

を

認

め

：
る

；

0(

ポ
6
ユ
6
1
^
^
;

 

o
p
,

:cit, 

S
.

 

2
s
)

企

業

者

は

齒

家
§

す

る
.義

務

を

負

は

ね
ば

：；：！

ち

ぬ

。

そ

れ

は

全

體

：
の

.輕

濟

め

食

擔

者

ま

し

て

>
 

そ

め
'指

導

者

と

し

て

；
の

.
義

務

を
 

有

す

るiM:®

に

企

業

的

指

導

：

.：
の
：
精

：
神

め

.發

稱

の

：
相

當

な

、

®

ま

や

：
の

；

g

由

を

る

。
：
：

r
R
e
u
p
k
e
,

 

0
P
.
7

ユ

.
9
,
,
.
K
a
p
i
t
e
l
>
-

,
 

ィ

夕

一

！

=v.

を

，：フ
？：>̂

:ク

，
シ1C

ト
わ
：場
合
に
お
：

て

.も

同

じE^
,

が

擴

用

；
さ

れ
'て
ゐ
る
。

ム
サ
ソ
リ
！
 

t
i

は
’
經
濟
的

^
2由
主
義
の
敗
北 

を

確

諷

し

、
：
.
國

家

の

經

绝

：

へ
：：

の

：干

涉

を

高

鳩

す

る

々
' 

-

V
,

 

>

厂

:「

資

本

主

義

：の
.劇
的

：露

を

解

決

し

：得
る
：者
は

®
家
で
あ
え
。：，

：

恐
慌
と
呼
ぱ
れ
る
も
の
は
國
家
によ
り
、レ
國
家
に
於
で
な
け
れ
ば

* 

.

.

.

.
 

•:
 

-
 

-■
 

■

解
清
さ
れ
得
な5

力
，
：
：
自

由

主

義

の

腾

释

I：

國

家

は

無

用

，

AJ：

な
ダ
ス
叉
そ
の

'解

任

：
を

佣

意

す

：
ぺ

.く
、
努
力
し
佳
れ
ば
な
ら
な
ぐ’ 

i
述Y

.

た
ジ
.ュ
ー
.ル
，

•

シ
'モ
シ
の
亡
：靈
.は
：何
處.に
あ
る
：

か
？；

前

世

紀0
後

半

に

，於

て

、

M
#

は
余
'ゥ
に
：參

义

ま

配

す

る

事

を

遠

慮

す 

ン
べ
き
だ
と
斷
曾
し.た

マ力
：！

ッ

ク

の‘亡
鍵
は
何
處
に
あ
る
か
。
經
濟
的
變
化
に
於
て
國
家
の
繼
續
的
な
注
意
深
き
、
避
く
ベ
か
ら
ざ 

る
干
渉
に
耐
じ
て
、
ィ
ギ
リ.ス
人
べ
ン
タ
ム
は
何
を
言
ひ
得
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
彼
に
從
：へ
ぱ
、
産
業
：は
國
家
に
對
し
セ
、：
單
に
，平
和 

IV

ア
？

V

シ
ズ
ム
ミ
.自
由
..主
：義 

.二

：.

九

：
： c

r
r
ニ
：！〕

-
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.アジシ
ズム由
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n
l
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(
1
,
1:

5
1
0 

の
.中
に
置5

て
賞
ひ
廣
s

i
耍
求
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
：る
。
.或

は

ド

ィ

ツ

人

フ

シ

ボ

ル

ト

は

何

，̂
:
^
言

ひ

得

る

で

わ

ら 

う
か
。
彼
に
從
へ.ば
、
怠
情
な
る」

國
家
こ
.そ
.、
最
良
の
も
の
と
者
へ
：：ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
？
自
由
主
義
的
經
濟
擧

/ 

者

の

第

二

の

彼

が

第
！：

の
：
彼
よ
ゎ
，極

端

や

な

か

ク

，た

と

111

ふ
事
は
事
實
.で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
旣
に
同
じ

K

ぐ
ス
は
1

注
意
深 

ぐ
は
；あ
：ウ
。た

が

1

雜
濟
に
f

る
國
家
め
モ
渉
に
門E.

を
開5^

た
0
. 

^
:
1
1

由
.主
義
を」

！̂
ふ
：も
.の
.が
個
人
を
.！ポ
4
と
す
れ
ぱ
ン
ク
ァ
タ

： 

シ
ズ
や
を〕

1
ふ̂
者
は
國
家
ぎ
|
^
-
 ̂

.

け
れ
ど
も
フ
：プ
ダ
シ® 

.國
家
：は
唯1

,で
も
り
、
：
さ
う
し
て
、
獨
創
的
創
填
で
：あ
ネ
タ
そ
れ
は
反 

.動
的
で
は
な
ぐ
し
て
、
；寧
命
的
で
；を
る
。
：：政
治
的
分
野
に
.

おぃ
て

は

、

黨

派

の

，
分

.派
主
義
に
よ
，っ
，て
、
議
會
主
義
の
權
ヵ
濫
用
に
よ 

:

っ
て
、
含
議
の
無
責
任
に
よ
つ.：

V

高
閣
に
束
ね
ら
れ
たIt

般
的
間
題
の
解
決
を
、
：そ
れ
が
先.見
す
る
か
ら
で
お.

rO

力
：
極

濟

的

分

野

に

こ‘
お5

て
：̂
:
:
:

塵
業
に
お
け
み.と
同
棒
に
：勞
働
部

E

に
於
て
も
、.常
に
多
數
ホ
あ
み
：：
力
あ
る
組
合
的
機
能
に
よ
っ
て
、
‘

の
鬪
银
に

■*: 

■ 

■

.:

よ

つ
.

た
そ
め
，協

調

に

よ

つ

：て

> 
道

德

的

分.野
：
に

あ

い

て

は

，

秩

序

、
：
：，
訓

碼

：
祖

國

の

道

德

的

忠

告

で

あ

：
る

と

.こ
：
ろ

の

も

：
の
：
へ 

ン.ャ
の
服
從
の
必
要
：に

よ

っ

て

、

先

見

す

る

か

ら

で

あ

る

？

フ
：
ァ
タ

：：

ホ

：

K

モ
は
强
力
な
有
機
的
な
同
時
に
廣
民
，霞
基
礎
ぬ
上
に
；
っ

‘ 

y

た
國
家
を
歡
ず
る0
:
:ス
マ
へ
，タ

シ

日

國

家

は

輕
濟
の
分
野
さ
へ
：：

A
亦
：自

分®
身
に
：取

戾

し

た
O
J
: 

9

:
ァ
マ
シ
.ズ
モ
原
理
.
：
七
：八

買

)

.M
,
: 

か
く
の
'如
く
，
經
濟
的
自
由
主
義
を
緋
擊
レ
た
ム
ッ
ソ
リ
1
1
,は
、
，
.經

濟

的

自

由

主

義

の

批

判

か

ら

> 
社
會
主
義
に
至
る.の
：で
は
#
 

い
。
被
は
、
ま
た
自
ら
資
本
主
義
に
止
ま'る
と
も
い
は
ぬ
。
こ
\
に
彼
の
組
合
主
義
輕
截
が
來
る
の
で
あ
る
？
彼
は
！
九
三
三
年
十

一 

月ホ四日の翁說にて；

「
1
.

九！ 
ニ
ニ
年一

月
十
H

日

、

最

高

評

議

會

が

創

設

：
さ

れ

：
：た

.
時
、
皮
相
的
見
解
を
抱
く
者
は
、

,1' 

制
度
：が

創

設

さ

れ

た

考

L

た
か

り
も
知
れ
な
い

>

.

否
、：そ
日
に
：お
い
て
政
治
的

M

由
主
義
が
埋
葬
さ
；

e

た
の
せ
あ
る0
:
:黨
及
び
革
命
の8

的
防
禦
隙
な
る
民
兵
を 

以
て
’

革

命
◎

最
高
機
關
な
る
最
高
評
議
會

の
： .

創

設

を

以
て
、
；： ..

白

ほ

主

義

の
®

論

及

び.實

際

で’あ

つ.
た

：
と

.a
.

ろ
.
の
：
も

め

：
ポ

打

擊

，
が

加

へ
ら
れ
、
ハ
革
命
の
道
が
決
定
：的

に

開

か

れ

た

ね

で

あ

，
る
。
：
、

.
'ニ
.

：
r'::て
..

.
-
V

っ

ゾ

^

:
今
，0
.わ
れ
わ
れ
は
經
濟
的
自
由
主
義
を
：暴

す

W

の
で
：を
る
ヴ.： 

：：：，

っ
ぃ：
 ̂

. 

.
:組
合
：̂
、
成

高

評

議

會

及

び

民

兵

が

政

治

的

分

野

，
に
於

.
\狩̂
を
す
.
^
^
?
細
ぐ
、
：輕
濟
的
分
野.に

於

て

：
狩

，
：

^
す

る

ヴ

：
.
；
：
.
，

：：： 

：；.- .,. 

;T':\ 

組
合
お
義
ゆ
組
纖
さ
か
たY
:
;
:
:
從
.つ
統
制
さ
.
た̂
經
濟
で
あ
，る0
:
;何

と

：
，な

れ

ば

：統

制

な

き

組

織

は

，
考

へ：；

ら

れ

な

い

が

，
ら

お

あ

る

®
- 

V
: 

.

.組
合
、

S

義
は
社
會
主
義
を
征
服
し
、.自
由
主
義
征
服
し
、ニ
，新
ら
し
い
ま
合
を
創
造
す
f
^
o 

. 

:

.
'
f
v
の
.事
實
は
徵
候
的
で
あ
る
。
恐
か
ぐ
ポ
分
に
，省
察
さ
れ
な
：

賞
で
あ
る
。

.
#本
主
義
の
沒
落
が
社
#
,主

義0

族

落

と一

默
す
る 

.
と
言
ふ
.事

實

で

あ

.
る

 

フ：.

ァ

ケ 

：.： ：：：： -.

ゾ
-
.
:
.
:
ぃ

こ
の
紙
合
主
義
紘§
に
お
：

i

て

ホ

諫

黎

せ

.
^
1
^
れ
>
相
當
ゆ
程
廣
ま
で
の’活
軌
の
，自
由 

昭
報
九
年
十
月
十
日
に
發
表
を
！
^
た
陸
軍
省
新
聞
職
の
小
冊
あ

「

國
防
の
.本

義

ど

跋

强

化

か

お

.陽
；

i

 

レ
'て
マ
■
說
し
て
置
く
と.と
は
、
狭
し
.て
"，
；
無

駄

：で
，
は

な

い

。

こ

の

小

服

は

、
ぶ

>

か
V
は
創
造
の
父
.マ
文
化
の
母
で
取
る

」

とS

 

ふ
ペ
ラ
；サ.：？ =v

ス
ギ
流
の
鬪
爭
；̂

觀
.办

ら

出

發

し

て

、

「

國

防

は

國

家

生

成

發

展

，の

基

本

的

活

力

め

作

用

.で
あ
.る
0
.
從
ウ
て
國
家
の
全
活

力

を

嚴

尤

霞

、に
發

揚

せ

.
む̂
を
如
ぐ
、®
象

及

社

會

を

組

纖
W
、
薄

醫

す

る

事

が

ま

防

國

策

の

眼

目

せ

な

け

れ

ば

；な
，ら
ぬ

J:,

と5

• 

. 

■ 

-
, 

- 

•■-
 

*
.
.
.
.
.

ふ
國
防
第1

義
的
軍
部
：的
國
家
觀
^
^
.强
調
：.；̂
、
ど
と.の
&

的
り
た
：め
に
、
.
國
内
め
.再
編
欺
を
實
疗
や
ぺ
し
と
い
.
4の
に
あ
る
タ.：か

、
る
見 

フ
ァ
ッ
シ
ズA
W
自
由
主
義
 

n
n
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ニ I
©
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ア
ツ
シ
ズ
ム
自
由
，主義

 

ン
兰
ニ
. 

r
u
T
m
)
.

地
.
か
ら
*

こ
の
小
冊
子
は> 
现
ま
の
經
满
機
桃
を
次
の
や
う
に
批
制
し
て
ゐ
る
。

L
っi
、
現
機
墙
k

個
人
主
義
を
基
調
と
し
て
發
達
し
た
も
の
で
：あ
る
が
"
其
に
於
て
動
も
す
れ
ば

"
純
濟
洒
励
が
，
個

<

の
利
益
と
恣
意
と
に 

.

,
,
.
彼
住
せ
ら
,
ん̂

す

！̂

：が
：あ
り
，
⑩
つ
て
必
ず
し
も
國
家
國
民
全
役

％

刺

と

一

致
し
な
い
’こ
と
が
あ
る
。

,
v
y
.
2
,

い
：,P

⑥
鶴
爭
激
化
め
給
朱
、
.
排
他
的
思
想
，を

階

級

對

•
^
觀
念
を
醜
成
す
る
虞
が
あ
る
。
'
：
:,‘，，
，
：

 

-: 

;

:
’

,
3

"

霄
の
'偏
お
を
來
し
、
國
民
大
衆
の
貧
困
、
失
業
、
ホ
小
塵
業
者

-

農
民
等
の
淵
落.等
を
ま
し
、
國
民
生
.估
の
安
定
：
庶
幾
レ
^

;

^

;

,

P

が
あ
ろ。

' 

;

<

、

國
家
的
統
制
力
小
お

W
:

爲
め
，
寶i

開

發

ト

振i
、

資

继

等

に

全

能

九

，

^

跡u
i： -
i

て
★

，
ご
，
元

g

藤
ル
；
爲
；
に
あ
な

.こ
れ
に
れ
；

^
ぱ
、

：：

琪

機

構

ぱ

ハ

經

濟

活

動

が

個

人

れ

ハ

，

^

®
に
放
任
さ
れ
、
穀
爭
の
結
果
、
階
級
對
立
を
激
化
.し
，
國
民
の
.生
活
を 

不

安

定

：な

ら
.レ
：

0̂

さ
9
一
而
じ

A
^、

.
國

黑

め

過

小
.も
ま
た
間
題
：で
あ
る0
.と
れ
‘が 
>
.
:
,
規
資
本
主
：義
に
對
す
！

<?篇

的
認
識
：で
あ
.る 

ぢ

r：

こ
れ
：
如
何
に#1̂

1

ま
あ
ほ
革
新
ず
る
，と.ど

が

要

求

：さ

れ

を

か

。

.個

人

主

義

：に
動
し

':て
：

f

道

義

的

經

濟

觀

念

と

し

て

の

，
全

體

主

義

、 

M

生
活
の
安
定
は
金
融
諧
制
度
の
改
善
メ
：公
租
公
課
の
公
平
、
：
國
家
的

'利
害
に
反
：せ
ざ
る.範
跡
か
に
お
い
で
の
個
人
：の
創
意
と
企
業 

愁
と
の
滿
i

:
ど
.が

擧

げ

ら

れ

：
や
ゐ
一
る

'ぬ
：
而U
,て
'、

r
現
：經

濟

機

棒

の

變

：改

是

方

案

ど

し

て

：
、
：
第

四

ホ

擧

げ

ら

れ

た

の

は

、

r

國
家
の 

要
求
に
反
★
ざ
る

腿

.：

り
Aい
個
人
の
創
意
と
企
業
愁
と
ど
滿.足
、せ
し
め
猛
々
勤
勞
心
を
振
興
せ
し
む
るこ
とJ

で
あ
る
0

,
と
の
.
點
か
ら
見 

れ
ぱ
、ッ
を
れ
は
ス
所
謂
社
舍
主
傘
の
：あ
張
や
ほ
な
.
S
C
-恐
ら
く
闽
家
に
よ
る
統
制
經
濟
の
主
張
で
あ
ら
う
。

.

.
而
し
：て
、

ま
お

i
P
i
•
::1.:||:̂事

仲
か
^̂̂
1
:
+

•
: ri

六
.事
件
の
思
想
的
基
礎
を
爲
じ
た
や
う
に
；

5
:

は
れ
て
ゐ
る
ッ

「

日
本
改
邊
法
案
大
綱
し
の 

中
に
'
主
張
せ
ら
れ
た> 
雜
濟
改
追
；！
|
;
晝̂
も
ま.た
ぃ
響
主
義
を
も
づ
：て
、
時
代
遲
れ
の
も

'
のs

v
-
i
、

，
あ

る

極

度

ま

で

：
の
：
個

人

財

産

：
と

そ

の

d

i

i

i

i

i

i

M

§
i

i

f

i

i

i

i

i

i

i

i

B

i

i

i

B

K

B

B

i

B

i

l

i

i

i

i

i

l

a

i

i

i

l

i

l

i

l

l

f

i

{

a

,

活
動
の
自
由
を
認
め
て
：き
こ
と
は
明
か
で
あ
る
タ

(

拙
著
：日
本
®
家
§
:

主
義
批
判
；
第
l

i
參
照)

.：：，."
：：

；
：
？

：
ツ

.
：

.

,
 

•.
 

.

.

.

.

"
レ
以.H

論

る

と

る

に

よ

：タ
て
、

.

ス
ァ
：タ
お
：ス
ト
的
思
想
の
發
展
と
そ
の
自
由
主
義
に
對
す
る
：關
係
を
知
り
得
た
替
：で
あ
る

0

，ス
ァ.

ザ
：
シ
ズ
：
わ

は

、
ハ
そ

0
政
治
方
面
に
おS

て
ほ
"
二
：國
.！i

お
實
現
し
、
完
全
：な4
言

諭

統

制

お

行

ふ

こ

ど

に

，
.

^

て

查
體
.と
.

^
て

否

定

し

た

？

自

由

主

義

ほ

ン

：，：

こ
：
れ

を

藤

史

的

に

鼓

れ

ぱ

>
;
.

第
.
)：

に

、
.
：
ロ 

r
;マ
：法
壬
の
宗
敎
的
絕
對
主
韻
に
'對
立
ぢ
て

敎
改
革
に
お
：

S

て
、
：起
っ
た
思
想
⑥
あ
を
。
ド
こ
わ
場
：合
ハ
：

"
-
1
. 一

K

法
あ
.な

の

仲

介

者

緋

除

す

る

ご

と.に
タ
て
、

神
と
れ

交
涉
を
求
め
た
の
で
か
る
.イ
ロ
ゾT

 

•

み
ツ
リ
ッ
ク
に
對
ホ
る
プ

£
1

チ

自
ぱ
主
義
は*
^
:一：ズ
；ロ
チ
、

グ
シ
ト
の
勃
興
と
と
も
に
、

§

敎
的
寬
容.の
思
想
ど
な
化
、
：
更
ら
に
、
：
' 政
治
，ム
に.お

け

！
^
:
玉

侯

對

市

民

の

鬪
 

爭

，
ぬ

お
.：

b

る

政

治

的

良

由

の

嬰

求

と

合

じ

ン
；：

般
言
論
自
断
の
問®

に
あ
：で
發
展
レ
た

r

欧
浪
上
の
自
由
は"
，
：
市

民

の

發

言

撒

を

耍

. 

欺
と
レ
：

議
會
開
認
，
ま
求
と
な
ル
、

.：と
の
®

求
#

も
美
ぎ
な
展
實
を
綴
ん
お
お
を
ろ
は

r
yイ
ギ
'リ

ス

で

れ

る

。
、
こ

ひ

1

政

、
治 

お

避

じ

，
て

さ

譜

他

の

個

人

的

自

由

が

順

次

纏

得

t

ら
れ
た
：。
信
敎
わ
言
纖
§

激
ば
軸
ぬ#

5
：：

た<=̂:.

使
居
わin

化

？

，
結

社

れ

由

等

が

， 

，
あ

る

パ '
#

か
ら
の
：自
由
ほ
、

由
主
義
ね
W

容
お
レ
て#

耍*5^

お

ま

^
^
^
^
^

:

に
定
あ
ら
れ
た
を
の
か
の
：

g

あ
る
ま
な
の
：權
利
は.タ
お
ね
第1:

條
、n
人
：̂
出
生
及
生
存
於
て
自
由
及
び
平
等
權
利
を
有
す

」

バ 

5:
ふ
現
©:
か
^̂
3̂5|̂
:

撥
な
串
然
独̂

:

ー>個
人
由
義
^
^
8
^
觀
-
-̂
^
出
發
：3

て.
ゐ
：る
、0

で
か
を
ネ-

.̂
/:
の

ま

由

主

義

时

お

張

は

、
，
>
ラ

ー

ジ 

シ.
ス
ト..
に
ょ
っ
て.
ゥ-
盡

す

べ

で.
の
國
民
か
ら
剝'痛
ら
れ
た
の
せ
あ
る

0
、5

ま
，や
、k

治
的
自
由
は
、
ヴ
•グ
ダ
シ
ス'
ト
.
國

家

に

ぽ

存
 

ヌ
ガ5\ .
シ
ズ
ム
：
$;
自

由

至

：
載

 

.

§
:

(1

ニ

：
 ニ

：：

苏
V



-ニ、

I

i | i i

WMi

l |

a
i i
i l i i

0

ネ
ア：

タ
シ
ズ
-
 ̂

自
由
主
義，
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:

.
#
s 

一
 C

l

5

六) 

在
.；；̂な
が
ゃ
-

_
そ
れ
は
、
サ
ク
，*
1
ド
同
盟
ば
お
，

S
て

-;

同

じ

；で

あ

、
る
？

 

一
^
こ
の
‘
B
に
お
い
.て
、.
‘，フ
プ

J

タ
シ
ス
ト
§

ぱ
成
功
で 

あ
り
> 
現
代
ひ
自
由
主
義
の
主
耍
內
容
を
：現
實
か
ら
を
定
し
去
つ
た
も
.の
は
、
フ
ァ
f

ン
ス
ト
.で
あ
る
.と5

ふ
.こ
と
が
出
來
や
う。

. 

"
レ
ホ
る
に
、
：經
濟
的
自®

A

義
の
方
面
に
い
た.る
と
事
情
は
少
し
ぐ
異
る0
で
あ
る
。
旣
に
最
初
に
述

T

た
や
う
に
V
經
濟
的
自
由 

主
義
は
幾
多
の
批
判
に
遭
遇
レ
つ
現
在
に
，

5

た
'つ
た
ヵ
ッ
元
来
經
濟
的

m

由
主
義
は
，
政
治
的

M

由
主
義
と
同
じ
や
う
に
、
；封
建
主
義 

に

對

ず

る

鬪

爭

，お
し
一
て
生
れ
た

'市

：

S
f
g

會
の
：哲

學

セ

ぁ

る

：。

中

此

的

輕

潇

機

構

の

崩

壞

，以

後

に

お

い

P

も

、
；
.
鶴

觀

主

翁

の

傲

識

助

長

政 

策

と

鬪

爭

ず

1
0

の

媒

命

を

持

ち

、
、
，
僅
が
：
に

エ

業

革

命

當

時

.に
お
0
;て
>
:ぞ
：の
勝
利
を
擴
得
じ
だ
ひ
で
あ
る
？
し
が
る
に
<
エ
業
奉
命
に 

お
±
^̂
o糖

々
e

社
會
問
題
は
r
直
ち
に
經
濟S

P

ねJ
h
®

に
對
す
る
瓶
判
を
生
ん
お
の
は
、
前
述
：
.の
組
ぐ
で
れ
るO
W;

"ノ
ー
經
濟
的
自
由
主
義
は
、
';單
に
批
判
さ
れ
た
に
止
お
ら
，す

資

本

-
義
の
：發
展
に
ょ

.つ

.て

、

あ

の

.
思

傲

內

容

の

變

改

i

余
儀
な
く
さ
れ 

'て
な
る
タ
：
殊

1̂
、
：

資

本

主

義

の

带

國

主

義

的

段

階

ま

た

；
^

獨

占

資

本

，の

段

階

に

お

：
一
い
や

：
^

，

:經
濟
的
自
由
主
義
は

>
:
,
|

般
經
濟
政
策
：ひ 

裁
調
た
を&

と
を
得
，な
か
つ
た
タ
經
濟
的

§

由
主
義
は
實
に
エ
業
資
本
主
藥
下
の
：ィ
：や
ネ
：

£
^ギ
ト
；で
あ
つ
た0
-
而
し
て
、
ま
國
生
義
时 

階

に

至

と
> 

政
治
と
經
濟
と
ひ
■
係
ぱ
、

i

業
資
本
主
義
に
お
け
，

ょ
ル
も

•

緊

密

：
,
^
加

ぺ

る

？

！
.
黎̂
資
本；
^

義
：に
お
け
る
政
治 

の
任
務
は
’
た

ジ

安

慎

な

生

産

を

保

し

、
：
そ
，の

.
だ
め
：

§
:

經
濟
活g

:

の
.E

由

を

確

保

ホ

る

稱

廣

に

お

い

て

服

定

せ

ら

れ

で

お

か 

る
に
、
带
國
主
義
的
段
階
.に
お
.

5
.

て
は
、
經
濟
を
指
導
ず
る
も
の
ほ
，
政
海
で
か
る
：か
の
如
き
！
！
相

を

呈

す

る

國

內

y

お
け
る
獨
占 

の
組
織
並
に
海
外
に
對
す
る
資
本
の
投
下
は
、

k

洽
の
援
助
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
，
故
に
、

こ
の
段
軟
に
お
い
て
は
，
政
治
の 

經
濟
に
對
す
る
重
要
性
、
-
從
ゥ
て
政
治
®
鹤
濟
に
對
す
る

.
干
涉
.は
、
：：
よ
わ
加
童
；せ
ら
れ
る
め
を
常
ど
す
る
。
而
レ
て
、
現
在
の
列
强
は
、

こ
の
輕
濟
の
段
階
に
あ
る
0
.

經
濟
的
自
由
主
義
は
；

-
:
;
bの
段
嘴
に
お
い
て
は.ク
を
の
#

在

，
理

由

が

極

め

P

少
な
5

0
し
か
し
、
資
本

4fi

義
0
獨
ほ
的
段
購
に
お
い 

☆

も
、：：獨
下
に
お
け
，を
競
報
は
存
在
ず
を

0
:
:郎
ち
、
：：獨

あ

的

企

業

と

ゾ

の

傍

に

：お

‘

i

 

ン
細
セ
と
生
银
し
續
け

V

行

く

"

中

小

輕
 

營
の
企
業
が
蒋
在
す
る
し
、
，

.
ま
た
相
當
大
な
る
規
模
に
お
け
る
經
營
の
を
す
る

.場
合
も
あ
，る

和〜

.る
#

合
に
お
いV

は
i
; §

を一 

層
强
化̂

ん̂
-

す̂
る
た
め
に
、
あ
る
極
廣
あ
や
.の
鏡
爭
1

相
手
：<
:
^
#已
め
カ
0

下
に
.壓
服
ず
る
た
め.の
，
穀

爭

が

必

耍

セ

あ

る

。
.
，
.
且

つ 

獨
占
1

:

,の
高
位
な
を
場
合
に
：は
、

.順
次
.に
、
：
そ0
獨

占

ど

穀

爭

：
レ

：
や

ぅ

.
^
1ホ
る
他
の
企
業
者
：が
：規
は
：

4

る
.
0 

^
 

，
で
、
こ
'
の

企 

業
者
と
の
髓
带
の
自
由
.が
確
保
せ
ら
れ
ね
ば
な
：

ル
ヵ
；
故
ゆ
、
、

.獨

的
®

階
の
下
め
お.

で
.

i
P

ハ、自
由
要
求
と
：必

.要
が
あ
.を
0
.
.
'
ソ
.

：

而
.
し
て
：、
ご"&

獨
ポ
的
段
階
に
お

5

て
、
尙
ほ
生
産
過
剩
が
>
 

國
內
的
雄
に
國
外
；

g

購
買
力
，の
减
遮
か
ら
發
生
す
る
場
合
に

.
は
、
‘企

業
に
お
け.
る
あ
る
糖
度
ま-で
め
自
然
的
調
節I

經
濟
的
自
由
主
義-—

に
任
さ
れ
る
，の
で
.
あ
る
が
、
'
ぞ

：
の

程

度

が

激

し

一

ぐ

な

れ

ゆ

、

..
 
..

-

'國
家
が
そ
.の
救
濟
に
出
動
る
こ
と
は
、

‘高
度
資
本
主
義
卞i

お
い
や
は
、
普
通
のjO：

と
せ
れ
る
0 

::

じr 

^
か
、
-
段̂
階
に
お5

て

：も
V
:

:1:

定
虔
：の.經
濟
的
&
由
主
義
：の.必
：要
：：̂
常
に
感
ぜ
ら
：れ

：：

て

ゐ
.る
：0
: 

■
 

■ 

•

.

：

レ

:.

ツ.
-
6
あ

、

テ
ー
ァ
タ
シ

.
ス

ト

的

經

濟

觀

疾

つ

ー

5
.

や

見

れ

ぱ

、

.
を
れ
は
經
濟
的
自
由
主
義
ど
族
意
：

め

.>0.

主

張

は

が

レ

ー

て

ゐ

る

、

0
、
し
か
、
 

し
、
經
將
機
構
の
革
新̂
!

、.
以
と
述
ぺ
化
や̂
^
に
ゥ
急
進
的
セ
，̂̂が
け.
5̂
ぱ

：
ハ
ー
，
：
；

^
规
携
的
で-
か
な
レ
。

ヒ

ッ

ト

ラ

ア

が

敏

セ

ク

ン 

，ゾ

ー,
"!;
がS

す
る
程
廣
に
お
い
て
、
そ
れ
は
行
は
れ
て
ゐ
る
•
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
，

W

有
財
産
が
基
礎
の
上
に
立
ち
で
企
業
者
活
動 

"か
あ

：

iK>

錯
虔s

p

の

の

-
!̂

に立つ哪家統制を脱：

へ
お

.
^
#
に
過
ぎ
；̂.

い
；

0.  

:̂
{

^
紘
制
は
、'.
象
の.
.̂

に
^
^
ウ
ー
て>

.

:
t
s
i
K
V

シ
：
ズ
：

<1.

ミ
'

i
l
#

主
！

^
' 
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.
：

き

六

：

へ

T 
ニ

.て

.

)

；
；
 

行
は
仏

る

か
ら
、
も
の
響
は
强
い
ひ
？

J

あ
る
が
、
現
在
に
お
い
て
も
、
輕
濟
界
の
和
冗
間
に
’お
け
る
實
カ

に

よ

る

統

制

は

、

甚

だ

しハ 

も
の
が
あ

る

0
殊
に
カ
ル
チ
ル
統
制
の
如
.I

、

そ
の
實
力

.に

よ

る

里
お
い
て
、
國
家
絲
制
に
匹
敞
す

る

も

の

で

あ

ら

う。

.

フ
ァ
.
rン.ス
.ト
は
、
'か
く
の
如
き
カ
ル
チ
ル
、

f

ラ
ス
ト
的
統
制
を
國
家
制
度
の
中
に
探
用
し
て
、
國
家
統
制
と
名
づ
け
た
て
過
ぎ 

こ

み

統

制

に

よ
§

ン
マ
從
來
驚
戴
的
紘
制
外

^
あ

づ

、̂
、<
截̂
翁
屈
れ
感
を
懷
い
た
で
あ'ら
う
が
.、
そ
れ
は
，
規
模
にS

 

ぃ
p

i
小
さ
.

1
^
4
!

力
業
の
.類
に
過
ぎif

い
と

や

，？
ぱ

ゾ

こ

の

國

家

紘

.制

.容

；

R

ホ
る
，
重

工

業
•
大

工

業

の

如

き

は

、
，，
從

來

の

業

者

間

の

統 

制

わ

嵐

服

制

ま
-:i.

お

ま

で

だ■あ

る
*

V

而..y

で
、
と

：の
：國

家

統

制

に

お

5
:

て
、.榮

制

が

、
，
資

.
1
^
.

に
對
す
る
絲
制
よ
ゎ
も
、 

厳
格
に
行
は
れ
て
る

A
J
i

ほ

、.
や

め

リ

ー

に

於

い

て

も

、

•ド

に

お

い

て

も
> 
事
實
で
あ
つ
.て
、：
彼
等
；̂
>、l
g業

播

：を 

れ
>
:自
由
な
勞
働
紙
合
も
組
織
せ
ら
れ
す
と
す
れ
：ぱ

>

 

れ
：が
如
何
；,

5;̂

る
も
；のt
意

嫩

す

る

か

は

自

明

ね

ビ

と
：；

サ

あ

ら

テ0
:

.

か
く
：
。
如 

ぐ
フ
：
ァホ
シ
ス
レ
は
そ
の
聲
を
大
に
し

V
J
"

經
濟
的
自
由
主
義
踏
と
：、

"
そ
の
.級

制

化

：
の
：
必

要

を

,

S：

ふ
：
の.で
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